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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は平成27年７月に名古屋県税事務所より外形標準課税について税務調査を受け、平成24年２月21日

付で当社と適格合併した株式会社鈴丹が合併前に行っていた欠損填補による減資額の資本金等の額からの

控除について、事業税の資本割の課税標準額の算定において、合併後の法人では控除することができない

との指摘を受けました。

当社は、当局からの指摘を受け入れ修正申告を行い、過年度外形標準課税に係る事業税額について訂正

を行っております。

また、これ以外に四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、必要な訂正を

行っております。

これらの決算訂正により、当社が平成25年12月27日付で提出いたしました第29期第３四半期（自　平成

25年８月21日　至　平成25年11月20日）に係る四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じまし

たので、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。

訂正後の四半期財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けており、

その四半期レビュー報告書を添付しております。

なお、四半期財務諸表の記載内容に係る訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正

後のXBRLデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第１　企業の概況

　　　１　主要な経営指標等の推移

　第２　事業の状況

　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　第４　経理の状況

　　　１　四半期財務諸表

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　　線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項

については、訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第28期

第３四半期累計期間
第29期

第３四半期累計期間
第28期

会計期間
自 平成24年２月21日
至 平成24年11月20日

自 平成25年２月21日
至 平成25年11月20日

自 平成24年２月21日
至 平成25年２月20日

売上高 (千円) 29,775,345 27,407,256 39,653,441

経常利益又は経常損失（△） (千円) 583,329 △95,446 637,631

四半期（当期）純利益又は四半
期純損失（△）

(千円) 1,478,276 △497,668 1,030,024

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円) － － －

資本金 (千円) 1,229,250 1,229,250 1,229,250

発行済株式総数 (株) 12,051,384 12,051,384 12,051,384

純資産額 (千円) 7,355,136 6,288,386 6,906,748

総資産額 (千円) 19,011,448 18,017,376 16,889,172

１株当たり四半期（当期）純利
益金額又は１株当たり四半期純
損失金額（△）

(円) 122.69 △41.31 85.49

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 5.0 5.0 10.0

自己資本比率 (％) 38.7 34.9 40.9
 

 

回次
第28期

第３四半期会計期間
第29期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成24年８月21日
至 平成24年11月20日

自 平成25年８月21日
至 平成25年11月20日

１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △16.20 △47.93
 

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３ 第28期第３四半期累計期間及び第28期会計年度の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第29期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額については、四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、金融政策の効果による円安や株高を背景に、輸出企業

等の業績が改善し、景気回復への期待が高まりました。一方で、消費税の増税が決定するなどにより消

費動向は先行き不透明な状況で推移しました。当社が属する専門店業界におきましては、一般消費者の

節約志向による慎重な購買動向は根強く、また、円安による輸入商品の原価上昇などにより、厳しい環

境で推移しました。

このような環境の中、当社におきましては、郊外主力事業のＭＤ（マーチャンダイジング）強化なら

びに、独自の商品企画開発の強化を目的とした直接貿易の拡大の他、ネットマーケティングを活用した

新顧客システム稼動による顧客化への取り組みなどを推進してきました。

当第３四半期累計期間におきましては、秋期の残暑や台風などの天候不順により秋シーズンのトレン

ド不足となったことも影響し、既存店売上高前年比は94.9％となりました。店舗の出退店におきまして

は、新規に48店舗を出店し44店舗を退店した結果、第3四半期会計期間末の店舗数は790店舗となりまし

た。また、ＦＣ（フランチャイズ）事業の期末店舗数は13店舗となりました。

以上の結果、売上高は274億７百万円（前年同期比8.0％減）、営業損失は１億39百万円（前年同期　

営業利益３億10百万円）、経常損失は95百万円（前年同期　経常利益５億83百万円）、四半期純損失に

つきましては４億97百万円（前年同期　四半期純利益14億78百万円）となりました。なお、前年同期の

経常利益および四半期純利益につきましては、合併に伴い、営業外収益として貸倒引当金戻入額１億90

百万円、法人税等調整額として△11億92百万円の計上がありました。　

 
報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。　

①店舗小売事業

店舗小売事業においては、天候不順の影響による既存店の減収と店舗のスクラップアンドビルドの拡

大により、売上高は265億91百万円（前年同期比8.3％減）、営業損失は２億39百万円（前年同期　営業

利益１億88百万円）となりました。

②ＦＣ事業　

ＦＣ事業においては、新店1店舗増加と既存店の減収の影響から、売上高は７億２百万円（前年同期

比4.7％増）、営業利益は91百万円（前年同期比21.5％減）となりました。

 
（２）財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の資産は180億17百万円となり、前事業年度末に比べて11億28百万円増加し

ました。これは主に季節要因による商品及び預け金の増加によるものです。

負債については、前事業年度末に比べて17億46百万円増加して117億28百万円となりました。これは

主に短期借入金の増加によるものです。

純資産については、62億88百万円となり、前事業年度末に比べて６億18百万円減少しました。これは

主に四半期純損失の計上と配当金の支払によるものです。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,360,000

計 27,360,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年11月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年12月27日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,051,384 12,051,384
東京証券取引所

JASDAQ
（スタンダード）

単元株式数100株

計 12,051,384 12,051,384 ― ―
 

 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年11月20日 ― 12,051,384 ― 1,229,250 ― 1,203,225
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年８月20日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

   平成25年11月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) （自己保有株式）
― ―

 
普通株式　　　

4,000　　

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,890,800 118,908 ―

単元未満株式 普通株式   156,584 ― ―

発行済株式総数 12,051,384 ― ―

総株主の議決権 ― 118,908 ―
 

 

 

② 【自己株式等】

  平成25年11月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社パレモ

愛知県稲沢市天池五反田
町１番地

4,000 ― 4,000 0.03

計 ― 4,000 ― 4,000 0.03
 

 

 

 
 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社パレモ(E03415)

訂正四半期報告書

 6/17



第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年８月21日か

ら平成25年11月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年２月21日から平成25年11月20日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出してお

りますが、訂正後の四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けて

おります。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目

からみて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げ

ない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

 
資産基準 　 1.3%

売上高基準 　 1.8%

利益基準 　△2.3%

利益剰余金基準 　 2.6%
 

※会社間項目の消去前の数値により算出しております。　
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１ 【四半期財務諸表】
(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

    
前事業年度

(平成25年２月20日)
当第３四半期会計期間
(平成25年11月20日)

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 395,184 250,571

  売掛金 73,751 101,137

  預け金 1,294,833 1,846,310

  商品 3,327,147 4,034,913

  貯蔵品 40,824 39,386

  前払費用 15,854 31,508

  繰延税金資産 197,872 289,829

  未収入金 55,298 78,669

  1年内回収予定の差入保証金 521,982 438,513

  その他 41 5,575

  貸倒引当金 △130 △130

  流動資産合計 5,922,659 7,116,285

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物（純額） 1,372,611 1,469,587

   工具、器具及び備品（純額） 218,087 230,033

   建設仮勘定 12,468 11,324

   有形固定資産合計 1,603,166 1,710,946

  無形固定資産   
   商標権 3,816 3,035

   ソフトウエア 13,506 155,651

   電話加入権 64,373 64,373

   その他 809 354

   無形固定資産合計 82,506 223,414

  投資その他の資産   
   投資有価証券 5,100 5,100

   関係会社株式 40,000 40,000

   出資金 3,349 3,329

   長期前払費用 118,989 160,317

   繰延税金資産 1,072,888 939,376

   差入保証金 7,945,268 7,696,907

   店舗賃借仮勘定 28,889 33,274

   前払年金費用 156,756 187,620

   破産更生債権等 87,302 73,805

   その他 116,464 101,377

   貸倒引当金 △294,167 △274,377

   投資その他の資産合計 9,280,839 8,966,729

  固定資産合計 10,966,512 10,901,090

 資産合計 16,889,172 18,017,376
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(単位：千円)

     
前事業年度

(平成25年２月20日)
当第３四半期会計期間
(平成25年11月20日)

負債の部   
 流動負債   
  支払手形 16,561 30,866

  電子記録債務 3,070,775 2,736,363

  買掛金 841,148 1,415,262

  短期借入金 400,000 1,550,000

  1年内返済予定の長期借入金 500,000 500,000

  未払金 302,026 435,029

  未払費用 1,231,159 1,193,838

  未払法人税等 185,240 218,835

  未払消費税等 72,178 －

  預り金 146,896 188,163

  賞与引当金 182,800 366,500

  資産除去債務 19,819 26,109

  設備関係支払手形 81,388 162,199

  流動負債合計 7,049,994 8,823,167

 固定負債   
  長期借入金 1,600,000 1,600,000

  退職給付引当金 596,742 586,155

  資産除去債務 691,112 687,525

  長期未払金 44,573 32,140

  固定負債合計 2,932,428 2,905,821

 負債合計 9,982,423 11,728,989

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,229,250 1,229,250

  資本剰余金   
   資本準備金 1,203,225 1,203,225

   その他資本剰余金 230,758 230,758

   資本剰余金合計 1,433,983 1,433,983

  利益剰余金   
   利益準備金 60,850 60,850

   その他利益剰余金   
    別途積立金 2,970,000 2,970,000

    繰越利益剰余金 1,213,871 595,728

    その他利益剰余金合計 4,183,871 3,565,728

   利益剰余金合計 4,244,721 3,626,578

  自己株式 △1,207 △1,425

  株主資本合計 6,906,748 6,288,386

 純資産合計 6,906,748 6,288,386

負債純資産合計 16,889,172 18,017,376
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(2) 【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

  
前第３四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
　至 平成25年11月20日)

売上高 29,775,345 27,407,256

売上原価 13,635,488 12,391,761

売上総利益 16,139,856 15,015,494

販売費及び一般管理費   
 広告宣伝費 416,286 399,173

 役員報酬及び給料手当 6,246,180 5,936,942

 賞与引当金繰入額 345,900 366,500

 役員賞与引当金繰入額 16,812 －

 退職給付引当金繰入額 115,863 91,829

 福利厚生費 830,905 825,658

 消耗品費 510,271 509,839

 賃借料 4,902,987 4,668,452

 減価償却費 387,659 341,024

 水道光熱費 550,956 566,519

 その他 1,505,172 1,449,381

 販売費及び一般管理費合計 15,828,996 15,155,321

営業利益又は営業損失（△） 310,860 △139,826

営業外収益   
 受取利息 1,007 862

 受取配当金 8,000 8,000

 債務勘定整理益 27,575 32,099

 為替差益 5,331 3,500

 貸倒引当金戻入額 190,447 11,661

 その他 66,250 4,659

 営業外収益合計 298,612 60,782

営業外費用   
 支払利息 20,050 12,876

 その他 6,092 3,525

 営業外費用合計 26,143 16,401

経常利益又は経常損失（△） 583,329 △95,446

特別利益   
 移転補償金 17,618 58

 特別利益合計 17,618 58

特別損失   
 固定資産処分損 41,488 36,873

 減損損失 86,839 154,310

 その他 25,841 10,382

 特別損失合計 154,168 201,566

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 446,779 △296,954

法人税、住民税及び事業税 160,902 159,159

法人税等調整額 △1,192,400 41,554

法人税等合計 △1,031,497 200,713

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,478,276 △497,668
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【会計方針の変更等】

 

当第３四半期累計期間

（自　平成25年２月21日　至　平成25年11月20日）
(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年２月21日以後に取得した有形固定

資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。これによる損益に与え

る影響は軽微であります。
 

 

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 
 

【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産にかかる償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
 

前第３四半期累計期間
（自　平成24年２月21日

　　至　平成24年11月20日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年２月21日

　　至　平成25年11月20日）

減価償却費 387,659千円 341,024千円
 

 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成24年２月21日 至 平成24年11月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月11日
定時株主総会

普通株式 36,275 ５ 平成24年２月20日 平成24年５月14日 利益剰余金

平成24年９月28日
取締役会

普通株式 60,242 ５ 平成24年８月20日 平成24年11月１日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。
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３．株主資本の著しい変動

(千円）

 資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

資本準備金
その他資本
剰余金

利益
準備金

その他利益剰余金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 1,229,250 1,203,225 － 60,850 2,970,000 280,365 △7,375 5,736,315

合併による
増加

  238,134     238,134

合併による自
己株式の割当

  △7,375    7,375 －

剰余金の配当      △96,518  △96,518

四半期純利益      1,478,276  1,478,276

自己株式
の取得

      △1,071 △1,071

当四半期
変動額合計

－ － 230,758 － － 1,381,758 6,304 1,618,821

第３四半期
会計期間末

1,229,250 1,203,225 230,758 60,850 2,970,000 1,662,124 △1,071 7,355,136
 

　※平成24年２月21日に株式会社鈴丹を吸収合併したことに伴い、資本剰余金のその他資本剰余金が

238,134千円増加し、自己株式が7,375千円減少しました。

　

当第３四半期累計期間(自 平成25年２月21日 至 平成25年11月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月９日
定時株主総会

普通株式 60,239 ５ 平成25年２月20日 平成25年５月10日 利益剰余金

平成25年９月27日
取締役会

普通株式 60,236 ５ 平成25年８月20日 平成25年11月１日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成24年２月21日 至 平成24年11月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額
四半期損益
計算書
計上額店舗小売事業 ＦＣ事業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 29,008,786 670,925 29,679,711 95,633 29,775,345 － 29,775,345

セグメント間の内部売上
高 又は振替高

－ － － － － － －

計 29,008,786 670,925 29,679,711 95,633 29,775,345 － 29,775,345

セグメント利益 188,509 116,225 304,734 6,126 310,860 － 310,860
 

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネットでの商品販売等

であります。

２.セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、株式会社鈴丹との合併により、ＦＣ事業を承継したことに伴い、第１四半期より、店舗小売

事業及びＦＣ事業を報告セグメントとして記載しております。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「店舗小売事業」セグメントにおいて、減損損失を86,839千円計上しております。

 
４．報告セグメントごとの資産に関する情報

平成24年２月21日付の株式会社鈴丹との合併により、前事業年度末に比して、当第３四半期会計期間

の末日における報告セグメントごとの資産の金額が著しく変動しております。その内容は、次のとおり

であります。

店舗小売事業 16,122,832千円 （前事業年度末 10,598,858千円）

ＦＣ事業 593,476千円 （前事業年度末  －千円）

その他 12,881千円 （前事業年度末 14,076千円）

全社 2,282,257千円 （前事業年度末 1,592,461千円）
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Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成25年２月21日 至 平成25年11月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額
四半期損益
計算書
計上額店舗小売事業 ＦＣ事業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 26,591,663 702,148 27,293,812 113,444 27,407,256 － 27,407,256

セグメント間の内部売上
高 又は振替高

－ － － － － － －

計 26,591,663 702,148 27,293,812 113,444 27,407,256 － 27,407,256

セグメント利益又は損失
（△）

△239,697 91,214 △148,482 8,655 △139,826 － △139,826
 

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネットでの商品販売等

であります。

２.セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「店舗小売事業」セグメントにおいて、減損損失を154,310千円計上しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

項目
前第３四半期累計期間

(自 平成24年２月21日
至 平成24年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
至 平成25年11月20日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損
失金額（△）（円）

122円69銭 △41円31銭

    (算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）(千
円)

1,478,276 △497,668

　　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失
金額（△）(千円)

1,478,276 △497,668

   普通株式の期中平均株式数(株) 12,048,987 12,047,451
 

（注）前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。当第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 
 
 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
 
 
 
 
 

２ 【その他】

中間配当

　平成25年９月27日開催の取締役会において、中間配当金として１株につき５円（総額60,236千円）を支

払うことを決議しました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　山　　川　　　勝

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　鈴　　木　　賢　　次

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成27年９月29日

株式会社パレモ

取締役会　御中

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社パレモの平成25年２月21日から平成26年２月20日までの第29期事業年度の第３四半期会計期間(平成

25年８月21日から平成25年11月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年２月21日から平成25年11月20日

まで)に係る訂正後の四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パレモの平成25年11月20日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。
　
その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期財務諸表を訂正してい

る。なお、当監査法人は、訂正前の四半期財務諸表に対して平成25年12月27日に四半期レビュー報告書を提

出した。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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